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ふるさと納税増加に伴う補正予算を可決

1月会議を1月30日に開催した。契約関係2件、補正予算1件、陳情1件の議案4件を審議採決
した。

1月議会で決まったこと

1月会議

議案 
64 工事請負契約の締結について

地方創生道整備推進交付金事業 
町道八竜下高野線、町道小坂八竜① 
交差点改良工事

無 全会一致で
可決

議案 
65 財産の取得について 消防団活動服の購入 有 全会一致で

可決

議案 
66

令和元年度御船町一般会計補正予
算（第７号）について

総務費に係る補正予算 
補正後の予算総額 
歳入歳出　12,338,301 千円

有 全会一致で
可決

陳情 
７

御船町所有の公衆用道路を町道に
して頂きたい件について

町道認定による内水問題または開発問
題等の解消を図る陳情 無 全会一致で

不採択

議案
号数 簡易議案名 概　　要 質疑・討論

の有無
採決
結果

議案第 65 号　財産の取得に
ついて

消防団員の活動服

福本議員　消防団員活動服等
の取得について、納期が迫っ
ているが間に合うのか。
藤野総務課長　すでに採寸は
済ませており、納期内に納品
できる契約になっている。
福本議員　活動服の基準はど
のようなもので、団員からの
要望がどのように反映されて
いるのか。
藤野課長　活動服の基準は新
しくなっており、機能性、デ
ザイン性の向上を図り、消防
団員の意見を踏まえることと
なっている。合わせて視認性
を高めるため、オレンジの配
色を多くし、蛍光プリント、反
射材も入れた。

福本議員　機能別消防団員分
の活動服はないのか。
藤野課長　機能別消防団員と
基本団員では役割が違うので、
今回は基本団員分のみの購入

となっている。今後、機能別
消防団員の活動服も整備を進
めていきたい。
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議案 66 号　令和元年度御船
町一般会計補正予算第 7 号
について

ふるさと納税

中城議員　ふるさと納税のサ
イト別の納税額はどうなって
いるか。
坂本企画財政課長　令和元年
度４月から12月までの実績
額では以下のとおり。
・楽天ふるさと納税約3億4千万円
・ふるさとチョイス約8,600万円
・ふるまる約91万円
・Wowma! ふるさと納税約507万円
・さとふる約7,916万円
・Qoo10約127万円
・ふるなび約7,139万円
・町に直接納付が約281万円

中城議員　返礼品の中で人気
商品はどのようなものがある
か。

坂本課長　特に人気があるの

は、サントリープレミアムモ
ルツ、米、肉類。
福永議員　町民の方々が他自
治体へふるさと納税すること
により、本来町に納税される
べき税金のいくら程度が税額
控除で失われ、ふるさと納税
によって差し引きどの程度の
恩恵を受けているのか。
坂本課長　令和元年度の歳入
予算で比較すれば、町民が他
自治体に対してふるさと納税
された分の税額控除額が約
188万円である。ふるさと納
税による歳入見込みは約6億
7,000万円となっており、税
額控除で失われる分を差し引
いても大きな恩恵を受けてい
る。
福永議員　返礼品の大量買い
付けを行う自治体では、市場
に出回っている販売価格より
も安く調達しているケースも
ある。地域の商工業者が恩恵
を受ける制度でもあるので、

返礼品を自治体が安く調達す
ることがいいことなのかどう
かについて町執行部はどのよ
うに考えているか。また、町
においても、総務省の「ふる
さと納税ポータルサイト」の
活用事例紹介にあるようなク
ラウドファンディング型の募
集をすべきではないか。
坂本課長　そのような自治体
があることは承知している。
ふるさと納税本来の主旨から
考えると疑問にも思えるが、
いずれにせよ同じルール内で
競争しなければならないとい
う部分もあるので、町として
は今後もふるさと納税制度の
主旨に添いながら、納税額増
加のあらゆる方策を探ってい
きたい。
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「御船町所有の公衆用道路を町道に認定して
 頂きたい件」 についての陳情

産業厚生常任委員会委員長　 岩永　宏介

陳情第７
号

　10月24日に委員７人、執
行部から関係各課職員５人が
出席し、陳情書提出者の上辺
田見区長、南木倉区長、地権
者代表に出席いただき、本件
陳情の趣旨説明を受け、その
後全員で現地を調査した。
　宅地開発された団地に隣接
する1.6ヘクタールの水田の
間を町道辺田見高校線と用水
路が平行して通っている状況
を確認した。建設課からは、団
地内から延びる公衆用道路の
末端部分が、都市計画法によ
る開発許可制度に基づき、県
と事業者の協議の結果「排水
用地」となっていることから、
その部分を町道に認定して、
町道辺田見高校線と接道する
ことは難しいということ。ま
た、町道辺田見高校線は、一
部を除き幅員が大変狭く、隣
接する水田を将来開発すると
しても大型工事車両等の通行
はできない状態にあることの
説明を受けた。
　現地確認後の審議において、
本件について継続審議とする
こととして閉会した。
　その後、12月23日、陳情
書提出者及び関係各課の職員
の出席のもと、本件にかかる
2回目の委員会を開催し、再
度審議を行った。
　委員からは、
①町道辺田見高校線への接道

ができないなら、公衆用道
路をただちに町道にする必
要性は低いのでは。

②公衆用道路を町道に認定し
て車両の通行が多くなれば、
交通事故の増加が懸念され
ることから周辺住民の理解
を得るのは難しいのでは。

③「先祖から受け継いだ大切
な農地であり、町活性化の
ため有効に開発してほし
い」という陳情者の意向は
十分理解できる。

④周辺地域の内水氾濫防止の

ためにも、将来の青写真を
もとに一体的な開発を行う
なかで町道辺田見高校線の
拡幅を行ったほうがよいの
では。

などの意見が出され、本件に
ついて採決を行った結果、全
会一致で「不採択」と決し、１
月本会議において、委員長の
報告どおり不採択となった。

現地視察の様子

現地道路の様子

不採択
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全国町村議会議長会創立７０周年記念
特別表彰を受賞

御船町議会議長　 池田　浩二

議会活動報
告

　このたび、本議会は全国町
村議会議長会創立 70 周年記
念特別表彰を受賞いたしまし
た。この表彰は、全国 900 以
上の町村議会のうち、これま
での議会改革が特に優秀であ
ると認められた 10 団体に授
与されるもので、本議会はそ
のなかの一つに選ばれました。
全国に先駆けての通年議会制

導入や、平成 28 年熊本地震
の直後も議会広報を発行して
住民の安全確保と不安解消に
貢献したことなどが認められ
たものです。
　この受賞にあたり、議会基
本条例の策定をはじめ、さま
ざまな議会改革にご尽力いた
だいた先輩議員や関係各位に
対し、改めて敬意を表するも

のであります。
　われわれ現職議員は、今回
の受賞を励みとし、また、議
会基本条例の理念を継承し、
さらに議会活性化に努力した
いと思っております。
　今後とも、引き続き本議会
に対してご支援ご指導を賜り
ますようお願い申し上げ、受
賞の報告といたします。

平成28年5月、6月、8月発行「あおぞら21」特別号平成21年11月に開催された
「議会基本条例シンポジウム」

熊本県町村議会議長会　稲田忠則会長（写真右）より伝達を受けた
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1日	 御船高校卒業式

6日	 全員協議会

12日～19日	 議会（予定）

23日	 御船町都市計画審議会

27日	 議会運営委員会	
	 視察研修

議会の予定3月

地域と共に
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さ
て
、
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も
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ひと

かがやく

御
船
町
で
は
、
現
在
47
名
が
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
守
秘
義
務
の
も
と
、
住
民
の

方
々
と
の
信
頼
関
係
を
大
切
に
し
ま
す
。
高

齢
者
福
祉
、
児
童
福
祉
、
障
害
者
福
祉
と
多

岐
に
わ
た
る
相
談
に
の
り
、
問
題
解
決
の
た

め
に
行
政
や
各
種
関
係
機
関
に
つ
な
ぐ
支
援

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
ん
だ
今
日
、
家
族
間
の

意
識
の
変
化
に
加
え
、
人
と
人
と
の
交
わ
り

が
希
薄
に
な
り
、
高
齢
者
の
地
域
の
中
で
の

孤
立
、
孤
独
は
深
ま
る
一
方
で
す
。
私
た
ち

の
活
動
は
、
独
り
暮
ら
し
や
高
齢
者
の
見
守

り
活
動
を
軸
に
、
地
域
サ
ロ
ン
や
元
気
ク
ラ

ブ
へ
の
呼
び
か
け
を
行
い
、
行
政
や
社
協
と

連
携
し
、『
地
域
の
縁
が
わ
』
づ
く
り
に
邁
進

し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
運
転
免
許
証
返
納
も
話
題
に
な

り
ま
す
が
、
返
納
し
た
後
の
病
院
通
い
や
買

い
物
は
ど
う
す
る
の
か
、
新
た
な
課
題
が
浮

上
し
、
解
決
に
向
け
た
議
論
が
待
た
れ
ま
す
。

昨
今
、
立
場
の
弱
い
子
ど
も
や
障
が
い
を

持
っ
た
方
へ
の
虐
待
や
育
児
放
棄
が
あ
と
を

絶
ち
ま
せ
ん
が
、
取
り
巻
く
私
た
ち
の
深
い

悲
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。
未
来
の
あ
る
子
ど

も
た
ち
を
守
り
育
む
こ
と
は
親
の
み
な
ら
ず
、

私
た
ち
大
人
の
大
き
な
責
務
で
す
。

今
年
の
成
人
式
の
朝
の
出
来
事
で
す
。
二

人
の
青
年
が
家
に
見
え
ま
し
た
。
青
年
た
ち

は
、
小
学
生
の
頃
、
夫
や
私
が
部
活
や
子
育

て
で
関
わ
っ
た
お
子
さ
ん
で
、
そ
の
成
長
ぶ

り
に
思
い
は
格
別
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が

大
人
に
巣
立
つ
喜
び
を
共
に
分
か
ち
合
い
ま

し
た
。

2
0
2
0
年
の
新
し
い
年
の
幕
開
け
、
寄

り
添
う
、
支
え
合
う
地
域
福
祉
の
理
念
の
も

と
、
お
年
寄
り
か
ら
若
人
ま
で
、
生
き
て
き

て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
社
会
づ
く
り
を
。
令

和
の
時
代
が
明
る
い
未
来
で
あ
っ
て
欲
し
い

と
願
い
ま
す
。

議会HPはコチラ


